
下水道管きょの更生工法 -鞘管工法- および取付管の修繕工法

自立更生管

Kanaflex工法協会
一般社団法人

公益社団法人 日本下水道協会
複合プラスチック製管更生材 登録第1号

補助金対象
Ⅱ類認定資器材



老朽化した
日本のインフラ。

明日をつくる更生工法。
― KanaSlip工法 ―

現在、我が国の下水道管路の老朽化は年々深刻な問題となっています。

老朽管路の改築・再構築には大変な手間と費用がかかるため、

耐用年数を超えた多くの下水道管路が整備されていないのが現状です。

経済的かつ容易に下水道管路を更生できる K a n a S l i p 工法の普及と、

インフラ整備、国土保全、環境保全を通じて社会貢献を行うため、

一般社団法人             　工法協会を設立致しました。

私たちは日本の明日をつくるために、この工法を提案します。

2021年 6月1日
公益社団法人 日本下水道協会
認定工場制度 Ⅱ類資器材 登録

下水道協会認定工場
認定番号 第 X12501号

下水道用複合プラスチック製管更生材

 2020 年 3月17日
公益財団法人 日本下水道新技術機構

建設技術審査証明 取得
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KanaSlip工法
自立更生管

- 鞘管工法 -

【概要】
最速１日で施工が完了！
画期的なコストパフォーマンスを実現！

引込み後の養生が不要！
即座に管口処理が可能！

工場製品の為、品質が安定・均一

特殊作業車等を使用しない為、小スペースで施工可能

養生不要の為、引込み当日に管口処理が可能

継手不要の鞘管工法。最大50mまでの引き込みが可能

供用下においても施工が可能

大幅な工期短縮により施工コスト縮減を実現

※水深3cm以下、流速0.8m/sec以下

施工現場略概図

本管をそのまま引き込むだけの 極めてシンプルな施工方法
工場製品のため現場環境に影響されず品質を安定・均一な状態で
供用下の既設管へ引き込む事が出来ます。

そのまま引き込む

極めてシンプル
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KanaSlip工法
自立更生管

［本管］
ラインナップが更に充実

φ200・250・300・350に加え、
新たにφ400・450・500・600が追加され、

全8タイプから選べます。

KanaSlip本管は、優れた強度・耐久性を有するエンジニア

リングプラスチック樹脂を芯材とし耐薬品性に優れた

オレフィン系熱可塑性樹脂を帯材とした可とう性を有する

工場製品の自立更生管です。

耐荷重性 耐荷重性

継手がない一体型の製品。
追従性を有し、耐震性に優れる。
地震発生時に継手が外れる心配がない。

既設管の中に工場から搬送された管をそのまま
引き込むだけの極めてシンプルな施工方法。
施工時間の大幅な短縮が可能。特殊作業車等を使用し
ないため、小スペースでの施工が可能。

軽量で可撓性があるので、施工が容易で且つ、養生不
要のため工期の短縮、施工費の縮減が可能。

下水道用硬質塩化ビニル管（JSWAS K-1）と同等以上の偏平強さ。

あらゆる現場状況に柔軟に対応！
材料が軽量かつ特殊車両等を使用しないため、
車両が通行できない道でも人力での搬入・施工が可能。

呼び径

※：形成工法

KanaSlip工法 他社自立管工法※
軽量化率

参考重量（kg/m）

φ200

φ250

φ300

φ350

φ400

φ450

φ500

φ600

4.3

4.7

7.5

9.8

11.0

12.5

17.5

23.9

4.8

7.3

10.4

14.2

18.5

10%

36%

28%

31%

41%

‒

‒

‒

‒

‒

‒
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本管を引き込む

本管を引き込む５. 本管引き込み工

供用下施工状況 本管通過状況

引き込むだ
けの

カンタン施
工！

供用下での

引き込みも

可能！！
驚きの

施工スピー
ド

毎分４ｍ！（※最大）

施工フロー図KanaSlip工法 施工現場略概図
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施
工
完
了
！

１ 2 3 4 5 6 7 8

KanaSlip 専用治具・ドラムを設置
４. 仮設工

ドラムを設置上部ガイドローラーを設置 下部ガイドローラーを設置

まず施工前の管内の状態を確認

管内TV調査工

管内の洗浄、支障物の処理を行う

支障物を処理

１. 管内TV調査工 ２. 前処理工

先導治具を引き込む

先導治具の通過を確認
３. 施工前準備工
■上流側

■下流側

管口を切断 管口仕上げを行う 施工後の状態をTVカメラ車にて確認
６. 管口切断工 ７. 管口仕上げ工 ８. 管内TV検査工

施工
完了！



TVカメラ搭載車

挿入機

ガイドローラー

TVカメラ

KanaSlip工法
自立更生管

［取付管］

取付管口穿孔工

仕上げ工

1

2

3

4

既設管の位置を光にて確認後、本管を穿孔
（透過性をもった自立更生管のため既設取付管の位置を光で正確に確認可能）

マンホール側より管口仕上げを行う

熱溶着完了状況

Ф100・Ф150

Ф100・Ф150・Ф200

下水道用硬質塩化ビニル管と
同等以上の偏平強さ

耐薬品性に優れている

本管との接合部においては
熱溶着により接着

段差等の障害が多い場所に使用

屈曲角が2ヶ所でも施工可能
リブタイプ

フレキタイプ

管の種類

本管と取付管の接続方法

外部よりモニターにて
本管側より光の位置を確認

管内ロボットによって
接続分を穿孔

宅桝側から光源のついた
ケーブルを挿入

宅桝側よりツバ付き取付管を挿入。
本管の内径にツバ部を合わす

鞘管工法

本管に透過性を持たせることで
穿孔位置の確認が容易に！

取付管挿入工 宅桝側より更生管を挿入

熱溶着工 本管と取付管の接合は、
本管側より熱溶着を行う事により、水密性を確保

熱溶着にて
本管と取付管の
接合部を接着

スピード施工！

管内作業ロボット

TVカメラ搭載車

TVカメラ
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全国に拡がるKanaSlip工法！
KanaSlip工法自立更生管 （一部抜粋）［施工実績］

皆様に認知され、全国各地で採用実績が増えています。
全国に拡がるKanaSlip工法！

KanaSlip工法自立更生管 （一部抜粋）［施工実績］

皆様に認知され、全国各地で採用実績が増えています。

奈良県生駒市

熊本県阿蘇市

福岡県太宰府市

奈良県上牧町

奈良県奈良市

滋賀県守山市



全国に拡がるKanaSlip工法！全国に拡がるKanaSlip工法！

山形県鶴岡市

福島県南相馬市

宮城県仙台市

滋賀県彦根市NEXCO中日本

新潟県上越市

北海道音更町
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※国土交通省より「下水道管きょの更生工法による改築に関する交付対象の運用について」 付録Ⅲ より抜粋

■国庫補助金による施工実績あり

国土交通省より「下水道管きょの更生工法による改築に関する
交付対象の運用について」で以下の通達がありました。

KanaSlip工法は下水道協会の認定工場制度Ⅱ類認定資器材に認定されており交付の対象となります。

KanaSlip工法
自立更生管



 〒106-6117 
 東京都港区六本木6-10-1
 （六本木ヒルズ森タワー17F）
 TEL   03-5770-5197

 〒530-6017 
 大阪市北区天満橋1-8-30
 （OAPタワー17Ｆ）
 TEL   06-6355-2155

Kanaflex工法協会
一般社団法人

東日本 西日本

■ 東日本オフィス ■ 西日本オフィス


